




応援希望団体 事業計画書 

●事業名 保津川の環境保全と流域文化の伝承 

●取り組みたい地域の
課題や現状 

 

亀岡市内を流れる保津川（桂川）は、プラスチックごみの大量漂着や
水質悪化など環境の悪化が深刻化し、国の天然記念物アユモドキが生
息するなど希少な生態系への影響が懸念されている。また、筏流しな
ど水運文化の伝承やアユ漁をはじめとした内水面漁業の振興など、川
の生活文化の伝承が大きな課題となっている。 

●これまでの団体の 
取り組みの紹介 

 

保津川および支流域でのクリーン作戦 
毎月第 3 日曜日に開催、2022 年 5 月で 149 回目を迎えた（2 月は環
境教室を開催。3月以降は新型コロナウイルス感染拡大により中止）。
一般参加者に加え、地元自治会や企業との協力により実施しており、
1 回あたりの参加者は 40～300 名、年間約 1,000名の参加者がある。 
保津川筏復活プロジェクト 
2007 年より毎年開催し、半世紀前に途絶えた筏流しの復活に取り組
む。2016 年に京都府で開催された第 40 回全国育樹祭では、京都府緑
化功労者等表彰を受賞した。 
河川ごみ調査事業 
日本初のオンラインごみマップを開発し、市民参加型の河川ごみの調
査に取り組むほか、全国の行政機関から河川ごみの調査業務を受託し
て調査を実施している。また、全国川ごみネットワークなどと連携し
た河川ごみ調査にも取り組み、プラスチックごみ問題の解決に向けた
政策提言にも取り組んでいる。 

●今回応援を希望する 
事業の目的 

 

当団体をはじめとした長年の取組にも関わらず、河川環境の保全は依
然として大きな課題である。一連の事業を通じて、保津川流域が抱え
る諸問題を「自分事」として考える人が増え、環境保全や伝統文化の
伝承に幅広い市民や企業、行政がかかわるようになることをめざす。 

事業の概要 ① 保津川および支流域でのクリーン作戦 
毎月第３日曜日に亀岡市内の保津川およびその支流で清掃活動を実
施する。 
② 保津川筏復活プロジェクト 
古代からの長い歴史を有しながら、半世紀前に途絶えた保津川の筏流
しの技術伝承と復活をめざして、筏の操縦技術の検証や、親子向け筏
試乗体験イベントを開催する。また筏流しに用いた材木の利活用を提
案し、林業の振興にも貢献する。 
③ 河川ごみ調査 
河川ごみの組成調査を実施し、ごみの発生抑制に向けた政策提言の基
礎的なデータを収集する。 
④ 環境教育 
河川や山林の環境保全の重要性を学ぶことを目的として、市内小中学



校での環境教育の推進に取り組む。また、アユ漁の伝統漁法の体験な
ど、川の文化を広く市民が学ぶことができるイベントを開催する。 
⑤ 手づくり環境フェスティバル 
「使い捨て」文化から脱却し、サーキュラー・エコノミー（循環経済）
の実現を多様な市民とともに考える、市民の手作りによる新しい「環
境フェスティバル」に取り組む。 

●事業によって期待 
される効果・変化 

 

 保津川流域の環境保全の重要性が市民に理解される。特に、深刻
な河川ごみが減少に転じる。 

 河川の文化の伝承活動が活発になり、新たな観光資源としての価
値を創造する。 

 流域全体での環境や文化の保全活動が活発になる 
●事業実施体制 
 

全体統括：代表理事 原田禎夫、副代表 豊田知八、坂本信雄 
理事会にて、企画・運営を決定し、事務局スタッフおよびボランティ
アスタッフとともに各種事業を実施する。 
イベント開催時は当団体の団体会員（市内外の企業や自治会等）、行
政機関（京都府、亀岡市）と緊密に連携して事業を実施する。 

事業実施時協力者数 最大 ２０名程度 
●情報発信方法 
（寄附の獲得方法） 
 

 ウェブサイトおよび SNS により毎月２回程度、各種情報を発信
するとともに、寄付募集の呼びかけを行う。 

 イベント開催時に参加者への呼びかけとパンフレットの配布を
通じて寄附の呼びかけを行う・ 

 年に１回、自治会だより等に記事の掲載依頼を行う。 

 



団体名

〔収入〕

〔支出〕

対象経費 対象外経費

100,000      

124,000      

600,000     

140,000      

100,800      158,400      

30,000        

60,000        

108,000      

475,000     

30,000        

1,000,000   250,000     

2,292,800  883,400     

※記入欄については必要に応じて追加してください。

まちづくり応援交付金 500,000                            
※初年度目標寄附額の７割となります。
※対象経費の支出合計以下の金額になります。

収　支　計　画　書
特定非営利活動法人プロジェクト保津川

項　　　　目 金額（円） 内訳（数量・単価など）

事業収入 600,000                            

その他補助金 1,000,000                          公的助成金、民間助成金

旅費
環境教室講師交通費（東京～亀岡、42,000円×2回、
ボランティア交通費2,000×20人）

その他収入 1,076,200                          会費、寄付金

合計額 3,176,200                          ※支出総額と同額になります。

項　　　　目
金額（円）

内訳（数量・単価など）

報償費 環境教室講師謝礼　20,000円×5人

消耗品費

印刷製本費 イベントチラシ製作費（7円×1万部×2回）

通信運搬費
イベント告知送料（84円*100通*12回）、ウェ
ブサイトサーバー管理費（12,000円×12月）

広告宣伝費 SNS広告費（15,000円×2回）

保険料 イベント保険

使用料および賃借料 軽トラック（3,000円*36回）

地代家賃 事務所家賃（光熱水費含む、年額）

手数料 各種支払手数料

人件費 イベントボランティア謝礼（役員分は対象外）

支出合計

総合計 3,176,200                          ※収入総額と同額になります。



団体名

〔収入〕

〔支出〕

対象経費 対象外経費

40,000        

60,000        

400,000     

140,000      

100,800      158,400      

60,000        

72,000        

475,000     

10,000        

1,000,000 250,000     

1,882,800 883,400   

※記入欄については必要に応じて追加してください。

総合計 2,766,200                     ※収入総額と同額になります。

手数料 各種支払手数料

人件費 イベントボランティア謝礼（役員分は対象外）

支出合計

保険料 イベント保険

使用料および賃借料 軽トラック（3,000円*24回）

地代家賃 事務所家賃（光熱水費含む、年額）

消耗品費

印刷製本費 イベントチラシ製作費（7円×1万部×2回）

通信運搬費
イベント告知送料（84円*100通*12回）、ウェ
ブサイトサーバー管理費（12,000円×12月）

旅費
環境教室講師交通費（東京～亀岡、40,000円
×1回、ボランティア交通費2,000×10人）

その他収入 916,200                             

合計額 2,766,200                     ※支出総額と同額になります。

項　　　　目
金額（円）

内訳（数量・単価など）

報償費 環境教室講師謝礼　20,000円×2人

事業収入 500,000                            

その他補助金 1,000,000                          

まちづくり応援交付金 350,000                        
※目標寄附額の７割となります。
※対象経費の支出合計以下の金額になります。

収　支　計　画　書（令和６年度）
特定非営利活動法人プロジェクト保津川

項　　　　目 金額（円） 内訳（数量・単価など）

令和５年寄附目標額 ¥500,000
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